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小児 の 典型的 な ス ギ花粉喘息 の 3例
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　ス ギ花粉喘息 と考 え ら れ た 3 症例 を経験 した ． 3症例 と も花粉症 が 発症 し た後， 1 か ら 4 年を経 て 喘

息が 発症 し た．ス ギ花粉 飛 散数が 増加 し た 数 日後 に 喘息発作が 出現 し た．また年次的 に は ス ギ花粉飛散

数 の 多 い 年 に 喘息発作 が 出現 し た ．3 例 と も検査 した 範 囲 で ス ギ単 独感作例 と考え ら れ，抗 ス ギ特異

IgE 値 は 3 例 と も測定範囲以 上 の 高値 で あ っ た．ス ギ 抗原誘発 試 験 は行 っ た 2例 で陽性 で あ っ た．ア セ

チル コ リン に よ る 気道過敏性試験 を し，行 っ た 2例中 1例 に 気道過敏性 の 亢進 を認 め た ．以 上 よ り ス ギ

花粉喘息 の 典 型例 と考え られ た．

Key 　words ： Cryptomeria　japonica− pollen
−

pollen　 asthma
−

pollinosis

は じめ に

　花粉喘息に は，花粉症に気管支喘息を伴 う場合 と，

花粉症 を合併 せ ず に 気管支喘息 の み の 場合 が あ る
1，．

花粉症が花粉飛散期 に応じた 典型的な眼鼻症状を呈す

る の に 対 し ，花粉喘息 の 発作好発時期は 花粉飛散期 に

最も多く認め られ る もの の 他 の 季節 に も認 め られ，季

節性 は 明確性 に か け る
2）。さ ら に ，多く の 気管支喘息児

は複数の 抗原に感作 され ， 喘息発作 の 季節性 が 不 明確

な
一

困 と な っ て い る．これ ら の 理由か らス ギ花粉喘息

の 典型的な 症例 の 報告 は ほ と ん ど見あた ら な い ．

　一方花粉喘息の 発症 の 条件 と し て ，   花粉 に 十分 に

感作 され て い る，  抗原が下気道に 到達 し得る，  気

道過敏性が存在する ， の 3 つ が必要 と考 え られ て い

る
3〕．ス ギ 花粉粒 は 30μm 以上 と大きく，ま た鼻腔 内 で

直 ち に 膨化破裂 して 細胞質が流出 し
， 気管支ま で 抗原
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Abbreviations ：　FEV 、．o　forced　expiratory 　vo1 ・

ume 　in　one 　second ；　IgE　immunoglobulin 　E ；

RAST 　 radioaliergosorbent 　test

成分 が 到達 し に くい と考 え られ て い te　2｝．し か し最近

の イ ム ノ ブ ロ
ッ ト法 を 用 い た 研 究 で 直径5μm ほ どの

CryiI を含有す る ア レ ル ゲ ソ 粒子が花粉飛散 と 同時

に 飛散する こ とが 証明 され ，花粉抗原 が 下 気道 に 到達

す るこ とが 示唆 され て い る
4）．

　今 回我 々 は ，ス ギ花粉 の み に よ る 気管支喘息 の 典型

例 と考 えられ た症例を経験し た の で 臨床症状を 中心 に

報告す る．

症例 呈 示

症例 1

　症例 ：A ．K ．9歳，女児．

　家族歴 ：父親，ス ギ花粉症．

　既 往 歴 ： 7歳時よ り春期 に ア レ ル ギ ー性 鼻炎 を 認 め

た．

　 現 病 歴 お よ び経 過 ：1990年 3 月 7 日 よ り微熱，鼻炎

症状 が出現 し， 3 月12日喘鳴 ， 呼吸困難 の た め 国立相

模原病院小児科外来を受診 した。来院時身体的に は 咽

頭の 軽度発赤 ， 胸 部聴診上喘鳴 ， 呼気 の 軽度延長を認
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Table 1Laboratory  findings in case  A.K.

Serum  igE level (1990. 3)

       IgE  RIST

       IgE  RAST

          House  dust 1
          Mite1

          Cmpto,neria joP
          Cat
          Dog
          Alt'ernaria

          Aspergillws

          Cladospon'wm

          Egg  white

          Milk
Sfein test (1990. 3)

 1) Pricfe test

    1. House dust(-)

    2. Corn  (-)
    3. Cocoa(-)

    4. Dog's hair (uz)
    5. Barley  (-)
    6. Short ragweed  (-)

    7. Wheat  (-)
    8. Buckwheat(-)

    9. Rabbit'shair (-)
   le. Alte,veaha  (-)
   IL Egg  white  (-)
   12. Egg  yolk  (-)
   13. Cow,s milk  (-)
   14. Cat's hair (-)
   15. Beef(-)

   16. Humulus  (-)
   17. Pork (-)
 2) intrucutaneoas test
       House  clust

       Cmptomen'a jaPenica

onica

       Iinclylis glomerata

       Short ragweed

       Aspergilltcs
       fenicitlium

       Ciaclospon'um

       Silk
       Control

Acelylcholine inhalation test

       PCzo
Antigen (Cmptomen'a timponica)
               FEVI.O  (l)
   Before 1.82

   centrol  1.72

   1 : 104 1.80

   1 : 10S 1.65

   1 : 102 1.32

111111111

(IUIml)

(PRU!rn1)
(PRU!ml)
(PRUfml)
(PRUIml)
(PRU/ml)
(PRU!ml)

(PRUfml)
(PRUfml)
(PRUIml)

(PRUfml)

68

<O.34<O.34>17.5<O.34<O.34<O.34<O.34<O.34

 O.70<O.34

18. Cheese(u)
19. Cladospon'um  (-)
20. Soy bean (-)
21. Silk (-)
22. Salmon  C-)
23. Aspergillas (-)
24. Wool (-)
25. Ilanicilgium (-)
26. Coptomeria (-)
27. Cotton  (-)
28. Typha(-)
29. Feather(-)

30. Control (-)
31. Mackerel (-)

32. Whale  (L)
33. Turbot(')
34, Temato  (-)

ile3  (mm)
:10`  (mm)
I10B  (mm)
I103  (rnm)
:10S  (mm)
I104  (rnm)
:10`  (mm)
]le`  (mm)
I103  Cmm)
   (mm)

(1990. 3)

     1744y

  chailenge  test (199e. 7)

        -%FEVI.O  (%)

 4-O13
 - 27  (P)

14 - 32 (P)
 4-O

 4-O
 4-O
 4-O

 4-O
 4-O

 4-O

clinica

35.36.37.38.39.40.41.42.43.44.45.･46.47.48.49.50.Potato (-)
Konjak  (-)
Bonito  (-)
Carotto (L)
Spinach (-)
Peanut (-)
Spinach'$ pollen  (-)
Cuttlefish (-)
Red pine (-)
Horse  mackerel  (-)
Banana(-)
Sardin (-)

BIack pine (-)
Mackerel pike (-)
Apple (L)
Oyster (-)

1 symptom

                                5.5

                                Ll

                                9.3 wheezing  (+)

                                27.5 wheezing  (+), dyspnea (+)
 24 hours  after  allergen  challenge  test, headache, nausea,  wheezing,  and  dyspnea were  ebserved.

Nasal srnear  Eosino Baso

 Before (± ) (-)
 After (+) (-)
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1，000
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　 　 　 　 　 　 500

1990
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　　　　　　 ASthmatic・attack 　 」』一 　 　 　 」 一 ＿ 　＿ ．
　 　 　 　 　 　 Treatme皿 　 　 　 　 　 　 　 ．．＿一一一一一一．＿＿＿．＿一＿一一一一＿＿一一一＿＿．

　Fig．1，　 Relationship　between 　pollen　counts 　 and 　 clinical 　course 　in　 case 　A ．K ．。

Asthmatic 　attacks 　could 　be　found　several 　days　after 　the　increase　of 　pollen　counts

inl990．

め た．そ の 他 に 異常 は 認 め なか っ た．気管支喘息 の 診

断 の も と に 気管支拡張剤，抗 ア レ ル ギ ー剤な どに よ る

治療 を 開始 し た と こ ろ ，
3 月下旬 に は 症状が一時軽快

し た， 4月， 5 月 に も喘息発作が認め られ た が，そ の

後 症状 は 認 め られず 6 月 に は薬物 に よ る 治療は 中止 し

た ．1991年は症状 は 認め られ な か っ た ．Fig．1 に み ら

れ る よ うに花粉飛散数 が 増加 し た 数 日後 に 喘息発作が

出 現 し，花粉数の 減少後 も し ば ら く喘息症状が持続 し

た こ とが 認 め られた．他 の 季節 に は 喘息発作 は 認 め ら

れ な か っ た ．

　検査所 見 ： 末梢 血 好酸球数増多を示 し，IgE　RAST

で は，ス ギ 17．5以上 PRU ／m1 を，皮内 テ ス トで は鳥居

ス ギ抗原 エ キ ス 10GOO倍 に 対 し て 陽性を示 した （Table

l）．ア セ チ ル コ リ ソ 吸入 試験 で は ，PC20 は 1744γ で

あ っ た．花粉飛散 の な い 7 月 に Holiister社 製 ス ギ 抗

原 エ キ ス を用 い て 鼻を ク リ ッ プ して ，ス ギ 抗原吸入誘

発試験 を 行 っ た 、抗原濃度1000倍 で 咳嗽，喘鳴を ， 100

倍 で 呼吸困難 ， FEV ，．o の 20％以上 の 低下を認 め た．ま

た 頭痛，嘔気，喘鳴，呼吸困難が 24時間以上継続し て

認 め ら れ た ．同時に行 っ た 鼻粘膜 ス メ ア
ー

で は
， 吸入

後わ ずか に 好酸球 の 増加が認め られ た ．

症例 II

　症例 ：K ．U ．1L歳 ， 男児。

　家族歴　特記す べ きこ とな し．

　既往歴　 7歳時よ りス ギ 花粉症 を 認 め た．

　現病歴　1989年 3月，鼻炎症状，咳嗽，喘鳴が認め

られ た が 詳細 は 不 明で あ っ た ．1990年 3 月 1 日 よ り鼻

炎症状，咳嗽が出現し， 3 月12日喘鳴，呼吸困難 の た

め 国立 相模原病院小児科外来受診 し，諸検査 の 結果気

管 支喘息と診断 し治療を行 っ た ． 4 月に は 喘息症状 は

消失した が，鼻炎症状は継続 し， 4 月下旬 に は 全 て の

症状 が認め られ な か っ た ．翌 1991年 3 月 8 日 に 結膜炎 ，

鼻炎症状 が出現し， 3月22日咳嗽，喘鳴，呼吸困難 が

出現 した ．そ の 後 β刺激剤 な どの 治療 に よ り軽快 し 4

月 上 旬 に は 全 て の 症状 は 消失 した ．Fig．2 に 示 した よ

うに こ の 症例 も，花粉飛散数 が 増加 し た 後 に 喘息発作

の 出現が認め ら れ た．他 の 季節 に は喘息発作は認め ら

れ なか っ た ．

　検査所見 ：末梢血 好酸球数増多，血清 IgE値高値を

認 め ，IgE　RAST で は ，ス ギ 17．5以上 PRU ／ml を，皮

内 テ ス トは ス ギ に 対 して 陽性 を 示 した （Table 　 2）．ア

セ チ ル コ リ ン 吸 入 試験 は 7 月 に 行 い FEV1 ．。の 20％以

上 の 低下 は 認 め られ な か っ た 。ス ギ 抗原 吸 入誘発試験

は前述 の 症例 同ec　Hollister社製抗原 エ キ ス を用 い ，

鼻 を ク リ ッ プ して 行 っ た ．花粉飛散の ない 6 月 に 行 っ

た ス ギ 抗原 吸入誘発試験 で は，抗原濃度 100倍 で 喘鳴，

呼吸困難，FEVL 。
の 20％以上 の 低下を認 め た．鼻粘膜

ス メ ア
ー

で は 特 に 変化 は 認 め ら れ な か っ た ．

症例 III

　症例 ：A ．N ．19歳，男児．

　家族歴　父親 に ス ギ 花粉症を認 め た ．

　既往歴 ：11歳時よ り ス ギ 花粉症を 認 め た ．
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Table  2Laboratory  findings in case  K.U.

Seram  igE ievei (1990. 3 )
       IgE RIST

       IgE RAST
          Mite 1

          Cmptomeria fmponiea
          Cat

          Arternan'a

          Aspergz'llhas

          Egg white

          Milk

          Soy bean
Skin test (1990. 3)

 1) evck  test

    1, House  dust (un)
    2, Corn  (-)
    3. Cocoa(-)

    4, Dog'shair  (-)
    5, Barley (-)
    6, Short ragweed  (-)
    7, Wheat  (-)
    8, Buckwheat(-)

    9, Rabbies hair (-)
   10. Alternan'a (T)

   ll, Egg  white  (7)
   12, Egg  yolk (-)
   13, Cow]s milk  (-)
   14, Cat's hair (-)
   15. Beef(-)

   16, Humulus  (-)
   17, Pork (-)
 2) intraeulaneous test
       House  dust

       Cmptomen'a foPonica
       linctylis glomevala
       Short ragweed
       Aiternalia

       Aspergz'llus
       Renicillium

       Ciadosporium
       Silk
       Control

Acetylchetine inhalatien test

Anagen
               FEVI.O  (i)
   Before 2.00

   Contrel 2.00

   1:104  L95

   1:103  L90

   IIIO! 1.47
 Nasal  smear  E'

   Before
   After

111111111

 (IUfml)

(PRUfml)
(PRUfml)
(PRUfml)

(PRUIml)
(PRU!ml)
(PRUIml)
(PRUIml)
(PRU!rnI)

350

 O.35>17.5

 O.41

 O.66<O.34O.58

 O.48
 O.36

18. Cheese (uz)
19. Cladospon'um (-)
20. Soy bean (-)
2L  Silk (-)
22, Salmon  (-)
23. AsPergilltss (-)
24. Woel  (T)
25. Flgniciglium (-)
26. Cmptomen'a (-)
27. Cotton (")
28. Typha  C-)
29. Feather(-)
30. Control(-)
31. Mackerel  (uz)
32. Whale  (-)
33. Turbet(-)
34. Tomato  (-)

:lo3 (mm) s-e
:10  ̀ (mm) 18-50
IIOB (mm) 4-O

 103 (mm) 8-15
I I04 (mm) 8- 16
:104 (mm) 4-O
:104 (mm)  4-O
:104 (mm) 4-O
: los (mm)  4-O

   (mm) 4-O

35.36.37.38.39.40.41.42.43.44.45.46.47.48.49.50.Potato (T)
Konjak (-)
Bonito (-)
Carotto (-)
Spinach (-)
Peanut  (-)
Spinach's pollen (-)
Cuttlefish (-)
Red pine  (-)
Horse mackerel  (')
Banana  (-)
Sardin (n)
B]ack  pine (-)
Mackerel  pjke  (-)
Apple (-)

Oyster (-)

                   (1990. 7)

We  could  not  find 21%  decrease of  FEVI.O  by any  concentration  of  acetylcholine

     (Cmptomen'a iopenica) challenge  test (1990. 6 )
                           

-%FEVI.O
 (%) clinical  symptom

                                o
                                2.5
                                5.0

                               26.5 wheezing  (+), dyspnea (+)
                   osino  Baso

                   (-) (-)
                   (-) (-)
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1，000

Pollen　count

　 　 （lcm2）
　 　 　 　 　 500

1990．2．1．

Asthmat 孟c　attack

Trea廿nent

3．1 4，1

A ））．，． ．．．一一

5．1

1．000

PoUen 　count

　 　 （！cm2 ）
　 　 　 　 　 500

199L2．1 3．1

Asthmatic　attack

Treatment

4．1

i

5．1

　Fig，2，　 Relationship　between 　pollen　counts 　and 　clinical　course 　in　case 　K ．U ．，

Asthmatic　attacks 　could 　be　found　several 　days　after 　the　increase　of　pollen　counts

in　 1990　and 　 1991．

　現病歴 ：1986年 3 月20日 よ り結膜炎 ， 鼻炎症状 ， 咳

嗽，喘鳴，呼吸困難が出現 し，国立小児病院 二 宮分院

外来を受診 し，検査の 結果気管支喘息 と診断 し 3 月25

日 よ り治療施行 し た ，4 月 3 日 上 旬に は 軽快 し た，1987

年は症状は認め られず，1988年 3 月18日 よ り結膜炎，

鼻炎症状，咳嗽，喘鳴，呼吸困難 が 出現 し， 3月25日

よ り治療開始 し た． 4 月中旬全 て の 症状は消失した ．

1989年 は 症状 は 認 め られず ， 1990年 3 月同様 の 症状 が

認 め られ た が 詳細 は 不 明 で あ っ た ．1991年 3 月 14日結

膜 炎，鼻炎症状 ， 咳嗽 ， 喘鳴 ， 呼吸困難 が 出現 し， 3

月 16日 よ り治療開始 し た． 4 月 に は 全 て の 症状 は 認 め

られな か っ た．Fig．3 に 示 し た よ うに ，前述の 症例 と

同様 花粉飛散数 が 増加 した後喘息症状 の 出現 が 認 め ら

れ た．ス ギ花粉飛散時期以外に は喘息発作は 認 め られ

な か っ た．

　検査所見 ：末梢血好酸球数増多 ， 血清 IgE値軽度高

値を認 め ，IgE　RAST で は ス ギ 17．5以上 PRU ／ml を，

皮内テ ス トで は ス ギ に 対し て 陽性を示 した （Fig．3），

本症例 に 対 して は
，

ス ギ 抗原 吸入誘発試験 を今後行 う

予定で ある．

　相模原地区 の ス ギ 花粉飛散 状況 の 年 次推移 と前述 3

症例 の 喘息発作 と の 関係 に つ い て み る と，各症 例 と も

花粉飛散数の 多 い 年 に 喘息発 作 が 認 め られ，花粉 数の

少 ない 年 に は 喘息発作 は 認 め られなか っ た ．

N 工工
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1，000

Pollen 　count

　 　 （lemi）
　 　 　 　 　 　 躪

1986 ．2，1　　　　　　　　　 3．1

　 Asthmatic　attack
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　Fig．3．　 Relationship　between　pollen　counts 　and 　clinical　course 　in　case 　AN ，．

Asthmatic　attacks 　could 　be　found　several 　days　after 　the　increase　of 　pollen 　counts

in　1986，1988　and 　1991．

考　案

　今回呈示 した 3症例 は い ずれ もス ギ花粉飛散数 の 多

い 年 に 喘息発作が出現し，ス ギ花粉飛散数の 増加 した

数 日後に喘息発作が出現す る とい う臨床的特徴を示 し

た ．また 検査所見で は検査 し得た 範囲内で は ス ギ 以外

の 抗原 に 対す る特異 IgEを認 め ず，抗 ス ギ特異 IgE値

高値，ス ギ抗原 の み に 対す る皮内反応 陽性 を示 し，ス
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Table　 3　Laboratory　findings　in　case 　A ．N ．

Sercrm　IgE　leve9　（1991．　3 ）

　　　　 IgE　RIST

　　　　 IgE　RAST
　 　 　 　 　 Mite　l

　　　　　 CryPわ meria 　iaPonica
Skin　彦est　（1991．　5 ）

　1）尸癬 ん t彡st

　 1．House 　dust（
一

）

　 2，Candida （一）

　 3．　Chocolate（一）

　 4．Dog ’s　hair（一）

　 5．Buckwheat 　chaff （
一

）

　 6．Short　ragweed （
一
）

　 7．Wheat （
一

）

　 8．Buckwheat （一）

　 9．　Tunnyt （一）

　10。／llternaria（一）

　11。Egg　white （一）

　12．Egg　yolk （一）

　13．Cow ’
s　milk （

一
）

　 14．　Cat
’
s 　hair（

一
）

　 15．Beef （一）

2）IntraczataneOtss　 tes彦

　 　 　 House　dust

　 　 　 C脚 ’ω π召加 メ＠ 侃 ica

　　　 DactyldS　glomerala
　 　 　 Contro1

〔IU／ml ）

（PRU ／ml ）

（PRU ／ml ）

300

〈0，34
＞ 17．5

16，Humulus （
一
）

17．　Pork （一）

18．　Crab　（一）

19．　CladoSt）on
’
um 　（

一
）

20．　Soy　bean （
一

）

21．　Silk（一）

22．Salmon（一）

23．AsPe ，9i
’
llus （一）

24．Wool （
一

）

25．　尸laniσi〃ium　（
一

）

26．　Cアっti）’oη 3召7名α　（
一）

27レ　Co枕 on （
一
）

28．Typha （
一

）

29．　Feather （
一
）

30，Control（一）

1 ：103（mm ）

1 ：104（  ）

1 ：los（mm ）

　 　 （mm ）

11 −3610
−27 （P）

4 −04
−0

31．Mackerel （
一

）

32．Shr重mp （一）

33．　Shiitake（一）

34．TQmato （
一
）

35．　Cod丘sh 　〔
一
）

36，Bo註ito（一）

37．　Spinach（一）

38．　Peanut （一）

39．　Spinach
’
s　pollen（

一）

40．Horse　mackere ］（
一
）

4L　Banana（一）

42．Sardin（
一
）

43．Black　pine （
一

）

ギ花粉単独感作例 と考えられ た．さらに ，ス ギ抗原吸

入誘発試験 を行 っ た 2症例 で は 陽性を示 した ．以上 よ

り ス ギ花粉喘息の 典型例 と考え られ た．

　従来 よ り花粉喘息 の 発症機序 と して
， 花粉抗原が直

接気管支に 到達す る場合 と，上気道に花粉が付着し そ

の
一

部 が 可溶性 とな り血 流を通 し て 気管支 に 到達す る

場合 と，上気道に 花粉 が付着 し神経反射を介す る場合

な ど が考 え られ て い た ．ま た ス ギ花粉 は直径が約30

μm と気管支径 よ り大 きく， 直接下気 道 に 到達 す る の

は 不可能と考え られ て い た ．し か し近年ス ギ花粉抗原

（Cry ／1）に 対す る モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体を用 い た イ ム

ノ ブ ロ
ッ ト法 に よ り，花粉本体以外に直径5μm 以下の

微小粒子 の 飛散が 証明され ， 気管支 レ ベ ル まで 到達し

得 る こ と が示唆 さ れ た
4）．ま た イ ム ノ ブ 卩

ヅ トに よ る

ス ポ ッ ト数 と花粉数 の 実数値 とが 正 の 相関を示す こ と

か ら
4），こ の 微小粒子 の 飛散数も花粉飛散数 と相関 を

示す こ とが推測 され る ．こ の こ と は ス ギ花粉が直接気

管支喘息発作を誘発 し 得 ，
し か も花粉数 が 増加 した 時

期に 発作が出現する こ と が予測 され る．今回 呈示 した

症例は，各症例 とも花粉数が著増 した 数日後 に 喘息発

作 が 出現 した ．お そ らく微小粒子 の 飛散 も増加 した結

果，下気 道に 到達する花粉抗原量 が増加 し た結果 と考

え られ る．信太 は， ス ギ 花粉瑞息は，他 の 花粉喘息 と

比較 して 鼻 ア レ ル ギ ーに 対す る 喘息 の 割合 は 低 く，成

人 に お い て 花粉症 と花粉喘息比 は 平均 40 ： 1 と推定 し

て い る
5）．また ス ギ花粉 に 対 し て 感作 が成立す る た め

に は ス ギ花粉 に 大量 に 暴露さ れ る 必要があ り，ま た 喘

息発作 が 出現す る た め に も大量 の ス ギ 花粉抗原 を吸入

する必要がある と述べ て い る
2）．実際，北欧に 大量飛散

す る カ ン パ 花粉 は 近隣 の オ ラ ン ダ で 少な く， 大量飛散

時の み喘息が み られた と言 う
6｝．今回 呈示 し た 3 症例

ともス ギ 花粉数 が 急激 に 増加 した 数 日後 に 発作 が 出現

し，花粉数の 年次推移で も花粉が大量 に飛散し た年に

一
致 し て 喘息発作 が 出現 し た こ と が認 め られ た こ と

は ，こ れ らを裏づ け る もの で あ る．

　鼻ア レ ル ギ ーと気管支喘息の 合併症例は小児で 57％

と報告 され て い る
η 。石 崎 は 花粉症患者 で は，メ サ コ リ

ソ 吸入 に よ る 下気道 の 過敏性検査 は 91．4％ に 亢進を認
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め た 8｝．宮本 らは ス ギ 花粉症患者 の 気道過敏性 は
， 花粉

喘息患者の そ れ よ り低 く，正 常人と喘息患者と の 中間

に 位置す る と述 べ て い る
2 ）D）．ま た 花粉症 の み で あ っ て

も花粉飛散季節中 は 下気道の 非特異的刺激 に対す る 過

敏性 は高ま る と報告さ れ た
1°｝−12 ＞，一方 Aubier，　M ．ら

は
， 気管支 の 過敏 性を伴 う鼻 ア レ ル ギ

ー
患者に対して ，

ベ ク ロ メ タ ゾ γ の 鼻噴霧ま た は気管支吸入 の い ずれ か

を ク ロ ス オ
ーバ ー

法 で 行 い
， 鼻噴霧後の 気管支過敏性

は低下 し た が，気管支吸入後の 気管支過敏性 は 低下 し

なか っ た こ とか ら，
ア レ ル ギ ー性鼻炎患者の 気道過敏

性 の メ カ ニ ズ ム と して 経後鼻性 に メ デ ィ エ ーターが気

管支 に 流れ た 事に よ る と した 13）．こ れ ら の 事実は 上 気

道過敏性と下気道過敏性が密接に関連して い る こ と を

示 して い る が，花粉喘息発症の メ カ ニズ ム を明 らか に

す る に 至 っ て い な い ．信太 は 花粉鳴息は 花粉症 を繰り

返す こ と に よ り発症し て くる よ りも喘息素因 の 上 に 発

生 し て くる の で は な い か と考察 し た
11
。今回 呈 示 し た

3症例で は，1か ら 4年 の 期間で花粉症が先行 した後，

喘息が発症 し て い る が，下気道過敏性を何時 か ら獲得

し た の か は 不 明 で ある．こ の 3症例 の よ うな ス ギ 花粉

単独感作例 の 気道過敏性試験 の 経年的観察は 下気道過

敏性 の 成立 とい うこ とに何等か の 示唆を与え る もの と

考え ら れた ．

　今回 の 症例 は
， 検査 し た 範囲 で ス ギ 以外の 抗原の 特

異 lgE は証明で ぎず ス ギ 単独感作例 と考えられ る．著

者 ら は 小 児 の ア レ ル ギ ー
児 に お け る 抗 ス ギ 特異 IgE

値に つ い て検討し ， 抗ス ギ特異 lgE は 2か ら 3歳頃か

ら認め られ 7 か ら 9歳頃 ピ ー
ク と な る こ と を報告 し

た
L4 》．すなわ ち ス ギ花粉 ア レ ル ギ ー

の 発症 は 7 歳頃と

考えられ，今回 の 3 症例 も花粉症 の 発症は 7歳か ら11

歳であ っ た ．ま た
一
般 に 花粉症 よ り喘息が特異 IgE抗

体価が高 い が，宮本 ら は 抗 ス ギ 特異 IgE値は，ス ギ花

粉抗原 エ キ ス 吸入試験陽性者 に お い て 陰性者 と比較 し

て有意に 高値で ある こ とを 示 した
Z｝9 ｝．本症例 は い ずれ

も IgE値 は 測定範囲以上 を示 し ぎわ め て 高値 で あ っ

た，

　以上 ス ギ花粉喘息の 典型例 と考 え られ た症例を 経験

し た の で若干 の 考察を 加 え て 報告 し た ．

結　語

　 ス ギ花粉喘息 と考 え られ た 3症例 を 経験 し た． 3症

例 とも花粉症 が 発症 し た 後 ，
1 か ら 4 年を経 て 唏息 が

発症し た．ス ギ花粉飛散数が増加 した 数日後 に 喘息発

作が出現 した ，ま た年次的 に は ス ギ 花粉飛散数 の 多い

年 に 喘息発作が 出現した ． 3例 とも検査 した 範囲 で ス

ギ単独感作例 で，抗 ス ギ 特異 IgE 値 は 3例 とも測定範

囲以上 の 高値で あ っ た．ス ギ 抗原誘発試験 は 行 っ た 2

例 で 陽性 であ っ た ．ア セ チ ル コ リ ソ に よ る 気道過敏性

試験 は 行 っ た 2 例中 1 例 に 気道過敏 性 の 亢進を 認め

た ，以上 よ りス ギ花粉喘息の 典型例 と考 えられた．

　稿を 終 え る に 当た り御 指 導御 校 閲 い た だ き ま した前川喜

平主 任教授 に 深謝 い た し ます．本論文 の 要 旨は 第28回 日本

小 児 ア レ ル ギー学 会 に お い て 報告 した ．
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THREE 　CASES 　 OF 　TYPICAL 　CRYPTOMERIA 　POLLEN 　ASTHMA
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　　 We 　treated　three　asthmatic 　children 　diagnosed　as　typical　cryptomeria 　pollen　asthma （Cりψ如耀 7吻 砂 o痂oの．

Wheezing　started 　from　one 　to　four　years　after 　onset 　of　pollinosis．　Asthmatic　attacks 　occurred 　one 　or　several 　days
after 　pollen　counts 　increased，　We 　could 　find　asthmatic 　attacks 　in　the　years　when 　the　pollen　counts 　were 　higher
than　in　average 　years．　In　the　laboratory　findings，　only 　specific　IgE　antibody 　to　cryptomeria 　with 　its　high　titer　of
over 　17．5PRU ／mlwas 　detected　in　these　three　cases ．　AUergen　inhalation　tests　were 　performed　with 　positive　results

in　the　two　cases ，　suggesting 　that　these　three　cases 　were 　typical　child 　cryptomeria 　pollen　asthma ．
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